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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の業績（2019年４月１日～2019年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 3,364 2.1 551 2.6 562 2.6 367 1.6

2019年３月期第２四半期 3,296 3.3 537 12.1 548 8.6 361 2.2
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 31.31 －

2019年３月期第２四半期 30.66 －

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 10,165 7,041 69.3

2019年３月期 10,284 7,125 69.3

(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 7,041 百万円 2019年３月期 7,125 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2020年３月期 － 0.00

2020年３月期(予想) － 14.00 14.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,050 3.7 1,280 1.9 1,300 1.9 830 1.4 70.44

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 11,784,000株 2019年３月期 11,784,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 181,364株 2019年３月期 1,264株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 11,726,606株 2019年３月期２Ｑ 11,782,736株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「１．当四半期決算に関する定性的

情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における当社を取巻く事業環境は、前事業年度に主力の課外クラブの会員数が減少しまし

た。当第２四半期累計期間は、「人を喜ばす」という当社の原点に戻り、人を喜ばすことが売上利益を生み出す源

泉となる会社になれるよう取り組んでまいりました。また、消費税増税と共に本年10月から３歳から５歳児を対象

に幼児教育の無償化が始まります。幼児教育無償化の与える影響をビジネスチャンスととらえ、幼稚園・保育園・

こども園の発展のサポートに取り組み、幼児体育指導業界の同業者間での差別化に対応してまいります。

このような事業環境を背景に、当第２四半期累計期間における売上高は、3,364百万円（前年同四半期比2.1％

増）、経常利益562百万円（前年同四半期比2.6％増）、四半期純利益367百万円（前年同四半期比1.6％増）となり

ました。

当第２四半期累計期間の１株当たり四半期純利益は31円31銭となりました。前第２四半期累計期間の１株当たり

四半期純利益は30円66銭、前事業年度における１株当たり当期純利益は69円46銭でした。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 幼児体育指導関連事業

正課体育指導の実施会場数は前事業年度末の1,132園から36園増加し、当第２四半期会計期間末は1,168園となり

ました。

また当第２四半期会計期間末における課外体育指導の実施会場数及び会員数は、1,136カ所63,883名となりまし

た。前事業年度末における課外体育指導の実施会場数及び会員数は、1,115カ所63,587名でした。課外体育指導の会

員数は、前事業年度末の会員数に対して0.5％増加し、前第２四半期会計期間末の会員数に対しては2.5％の増加と

なりました。

契約園数及び会員数が堅調に増加したため、幼児体育指導関連事業に係る売上高は3,196百万円（前年同四半期比

2.6％増）、セグメント利益は485百万円（前年同四半期比3.7％増）となりました。

② コンサルティング関連事業

コンサルティング契約件数は、前事業年度末の254件から、当第２四半期会計期間末は237件となりました。

コンサルティング契約件数が減少したため、コンサルティング関連事業に係る売上高は167百万円（前年同四半期

比7.1％減）セグメント利益は66百万円（前年同四半期比4.7％減）となりました。

（参考）体育指導実施会場数及び会員数の動向

　

2018年３月期 2019年３月期 2019年３月期 2020年３月期
増減率(％)

　 第２四半期 第２四半期

(2018年３月末日)(2018年９月末日)(2019年３月末日)(2019年９月末日) (注)１ (注)２

　幼児体育指導関連事業

　
正課体育指導会場数 1,091 1,119 1,132 1,168 4.4 3.2

　
課外体育指導会場数 1,092 1,109 1,115 1,136 2.4 1.9

　
課外体育指導会員数（人） 65,696 62,348 63,587 63,883 2.5 0.5

　コンサルティング関連事業

　
コンサルティング契約件数 255 253 254 237 △6.3 △6.7

(注) １. 2020年３月期第２四半期(2019年９月末日)の2019年３月期第２四半期(2018年９月末日)に対する増減率です。

２. 2020年３月期第２四半期(2019年９月末日)の2019年３月期(2019年３月末日)に対する増減率です。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末における総資産残高は10,165百万円となっており、前事業年度末に対して118百万円の減

少となりました。

流動資産については、前事業年度末に対して36百万円の減少となりました。これは主に、現金及び預金が47百万

円、売掛金が21百万円減少する一方、未収入金が25百万円、前払費用が13百万円増加したためです。

固定資産については、前事業年度末に対して81百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証券の時価評

価額の減少149百万円、繰延税金資産が67百万円増加したためです。

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債残高は3,124百万円となっており、前事業年度末に対して34百万円の減少と

なりました。

流動負債については、前事業年度末に対して97百万円の減少となりました。これは主に、社債の償還による減少

300百万円、未払金149百万円、未払法人税等が26百万円減少する一方、前受金が395百万円、賞与引当金が13百万円

増加したためです。

固定負債については、前事業年度末に対して63百万円の増加となりました。これは、退職給付引当金が63百万円

増加したためです。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産残高は、7,041百万円となっており、前事業年度末に対して、84百万円の

減少となりました。減少の要因は主として、利益剰余金の増加202百万円、自己株式の取得による支出182百万円、

その他有価証券評価差額金が103百万円減少したためです。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期累計期間末より560百万円増加し、6,500

百万円（前年同四半期比9.4％増）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動の結果得られたキャッシュ・フローは、665百万円の収入となりました

（前年同四半期は297百万円の収入）。これは営業利益551百万円、運転資本の変動303百万円、減価償却費22百万

円、税金等の支出242百万円等に因るものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは、65百万円の支出となりました

（前年同四半期は31百万円の支出）。これは設備投資76百万円の支出、敷金の償却10百万円等に因るものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動の結果使用したキャッシュ・フローは、647百万円の支出となりました

（前年同四半期は117百万円の支出）。これは、社債の償還による支出300百万円、自己株式の取得による支出182百

万円及び配当金の支払による支出164百万円に因るものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2020年３月期の業績予想については、以下に示すとおりです。2019年５月20日に公表した数値と変更はありません。

2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

通期 7,050 1,280 1,300 830 70 44

（参考）前期実績
（2019年３月期）

6,801 1,255 1,276 818 69 46

　なお、上記の業績予想については、当社が当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,548,032 6,500,209

売掛金 198,382 176,721

商品 2,072 1,609

貯蔵品 2,425 1,675

その他 63,979 100,166

貸倒引当金 △631 △2,909

流動資産合計 6,814,260 6,777,473

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 62,345 63,703

構築物（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 34,745 46,154

土地 236,334 236,334

有形固定資産合計 333,426 346,192

無形固定資産 170,478 164,019

投資その他の資産

投資有価証券 2,106,826 1,957,152

繰延税金資産 425,368 492,910

保険積立金 271,592 271,592

投資不動産（純額） 82,100 82,100

その他 80,505 74,463

投資その他の資産合計 2,966,393 2,878,219

固定資産合計 3,470,297 3,388,431

資産合計 10,284,558 10,165,905
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 103,626 95,263

1年内償還予定の社債 300,000 －

未払金 211,577 61,694

未払費用 34,710 32,682

未払法人税等 282,037 255,163

前受金 3,594 398,646

賞与引当金 178,311 191,614

その他 130,111 111,452

流動負債合計 1,243,969 1,146,517

固定負債

退職給付引当金 1,645,008 1,708,075

長期未払金 270,288 270,288

固定負債合計 1,915,296 1,978,364

負債合計 3,159,265 3,124,881

純資産の部

株主資本

資本金 513,360 513,360

資本剰余金

資本準備金 365,277 365,277

資本剰余金合計 365,277 365,277

利益剰余金

利益準備金 15,666 15,666

その他利益剰余金 5,848,176 6,050,373

利益剰余金合計 5,863,842 6,066,039

自己株式 △391 △183,013

株主資本合計 6,742,088 6,761,663

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 383,204 279,360

評価・換算差額等合計 383,204 279,360

純資産合計 7,125,292 7,041,023

負債純資産合計 10,284,558 10,165,905
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 3,296,390 3,364,325

売上原価 2,242,070 2,272,416

売上総利益 1,054,320 1,091,909

販売費及び一般管理費 516,376 540,069

営業利益 537,943 551,839

営業外収益

受取利息 1,061 1,063

受取配当金 7,011 7,133

受取手数料 1,156 1,207

その他 4,172 3,300

営業外収益合計 13,402 12,704

営業外費用

支払利息 1,447 707

支払手数料 － 359

その他 1,187 693

営業外費用合計 2,634 1,760

経常利益 548,710 562,784

税引前四半期純利益 548,710 562,784

法人税、住民税及び事業税 202,083 217,340

法人税等調整額 △14,668 △21,712

法人税等合計 187,414 195,628

四半期純利益 361,296 367,155
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 548,710 562,784

減価償却費 24,288 22,981

貸倒引当金の増減額（△は減少） 206 2,277

受取利息及び受取配当金 △8,073 △8,196

支払利息 1,447 707

売上債権の増減額（△は増加） 30,595 21,661

商品の増減額（△は増加） △789 462

貯蔵品の増減額（△は増加） △688 749

その他の流動資産の増減額（△は増加） △22,952 △36,187

仕入債務の増減額（△は減少） △22,983 △8,363

賞与引当金の増減額（△は減少） △30,551 13,303

退職給付引当金の増減額（△は減少） 90,108 63,067

前受金の増減額（△は減少） 11,601 395,051

未払金の増減額（△は減少） △79,107 △106,187

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,628 △17,792

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,099 △4,222

その他 △2,964 △1,536

小計 538,377 900,560

利息及び配当金の受取額 8,073 8,196

利息の支払額 △1,447 △1,431

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △247,459 △242,162

営業活動によるキャッシュ・フロー 297,543 665,162

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,605 △27,769

無形固定資産の取得による支出 △28,002 △48,427

その他 1,110 10,614

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,497 △65,582

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 － △300,000

自己株式の取得による支出 － △182,622

配当金の支払額 △117,585 △164,781

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,585 △647,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 148,461 △47,823

現金及び現金同等物の期首残高 5,791,108 6,548,032

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,939,569 6,500,209
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2019年７月31日開催の取締役会決議に基づき、自己株式180,000株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期累計期間において、自己株式が182,520千円増加し、当第２四半期会計期間末において自己株式

が183,013千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　 【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,115,603 180,787 3,296,390

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 3,115,603 180,787 3,296,390

セグメント利益 468,589 69,354 537,943

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,196,343 167,982 3,364,325

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 3,196,343 167,982 3,364,325

セグメント利益 485,741 66,097 551,839

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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